
歯科保健部会 報告書 

日時 第１回 令和７年８月７日（木）15:00～16:30 

部会員 

島田歯科医師会（部会長）、島田歯科医師会、島田市保健員協議会、 

島田市健康づくり食生活推進協議会、島田市校長会、島田市民間保育協会、 

島田市学校教育課、島田市保育支援課、島田市障害福祉課、 

島田市包括ケア推進課、島田市健康づくり課、静岡県健康増進課 

内容 【内容】 

新任部会員の委嘱状交付 

＜協議事項＞ 

１ 島田市の歯科保健事業について 

第 4次島田市健康増進計画及び第4次島田市食育推進計画にかかる歯科保健 

事業の取り組みと目標項目について 

・歯科保健事業の取り組みと目標達成は概ね実施、達成ができていると思う。 

・妊婦健診の島田市の実施率を知りたい。 

 島田市は32.2%、近隣市町は34%～47%となっている。 

２ 令和 6年度島田市歯科保健事業実績及び令和 7年度実施状況について 

・当市は40、５０、６０、７０歳の未処置のう蝕保有率が県平均に比べて高い。 

・ 〃 自分の歯が 20 本以上ある人の割合が低い。むし歯と歯周病で歯を失った人

が多いのではないか。 

・ 中学3年生のむし歯有病者率が県平均より高い。 

・ 幼児以降年齢が高くなると、甘味制限が難しくなり、むし歯も多くなるのではない

か。 

・ 学校で給食後に歯磨きを実施していると思っていたが、学校では行っていない現

状が分かった。 

・ 歯磨きだけでむし歯予防は不完全である。フッ化物を上手に使うことが必要であ

る。 

・ ＜情報・意見交換＞ 

・ 食育教室等でよく噛んで食べるように保護者を含め啓発している。 

・ 小学校から中学入学位までにむし歯が増加していることを認識しなければならな

い。自分の歯と口の健康を意識していく指導をしていく必要がある。 

・ ほぼ全員がフッ化物洗口ができているのは幸せなことである。 

・ 家族の意向によりフッ化物洗口をやらない子もいる。 

・ 障害児（者）の歯科健診や治療について、場合によっては口腔外科などがある総

合病院や全身麻酔下での処置になることもある。今後、障害児（者）の医療施設も

要検討になるかと思う。 
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日時 
【予定】第２回 令和８年１月 29日（木）15:00～16:30  

島田市保健福祉センター3階研修室 

部会員 

島田歯科医師会（部会長）、島田歯科医師会、島田市保健員協議会）、 

島田市健康づくり食生活推進協議会、島田市校長会、島田市民間保育協会、 

島田市学校教育課、島田市保育支援課、島田市障害福祉課、 

島田市包括ケア推進課、島田市健康づくり課、静岡県健康増進課 

内容 【協議事項】 

１令和７年度の歯科保健事業について 

   ・歯科保健事業及び令和 7年度実施状況                  

    ・令和７年度島田市歯科保健事業実施状況         

2 歯や口の健康づくりの取り組みについて 

   ・令和６年度 乳歯のむし歯有病者率（５歳児）      

・静岡県民の歯や口の健康づくり条例の一部を改正する条例について 

                           

 

3 意見・情報交換 

 

 

  

 

 

今後の方向

性 

島田市健康づくり推進協議会歯科保健部会は、令和 8 年度も年間 2 回を予

定しております。島田市歯科保健の推進のため今後ともご協力・ご支援をお願

いいたします。 

備考 

 

 

  



こころの健康部会 報告書 

日時 第１回 令和７年８月 27日   第２回 令和８年３月４日（予定） 

部会員 

部会長 

静岡福祉大学(部会長)、島田市医師会、島田商工会議所、島田公共職業安定所、島

田市校長会、静岡県中部健康福祉センター、第一中学校区地域包括支援センター、

委員７名 

事務局（健康づくり課）  

内容 【第１回】 

議題 

１）島田市地域自殺実態プロファイル 2024 について 

   島田市地域自殺実態プロファイル資料をもとに、島田市の自殺傾向について説 

  明をした。 

２）第２次自殺対策計画～ひとりにさせない支援に向けて～ 

   第２次自殺対策計画冊子をもとに、方針や計画、各課で取り組んでいる内容につ 

いて説明をした。 

３）自殺対策計画の評価について 

  第２次自殺対策計画取り組み目標について資料を提示し、説明した。未達成の項 

目もあるが、数字は目標に近づいている。 

  自殺対策基本法の一部改正があったため、共有をした。 

４）各機関における現状と取り組みについて 

意見等 

・同居の人の自殺のキーワードは「孤独」である。同じ孤独であっても物理的な孤独よ

りも心理的孤独が非常によくない。人が集まっているところに行けば解決するわけで

もない。心の中で一人にさせないことが大事である。 

・SOS の出し方教育（小中学生向け）について。この取り組みが効果的なのかは地域

自殺実態プロファイルで現れると思うため、その数値をみて取り組みの内容を検討し

ていくのもよい。 

・自殺対策に必要なのは、市民の方や行政等の方々がどこまで自殺対策について認

知しているかである。関係者が当たり前に感じていることをどのように伝えていくか、

普及啓発の方法も考えていく必要がある。 

今後の方向性 ・自殺対策に関する正しい知識や情報の周知方法を検討し、実施していく。 

・SOSの出し方教育を小中学校の全校に実施していく。 

備考 
第２回は令和８年３月４日に実施予定 
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健康管理部会 報告書 

日時 令和７年８月２５日（月）  19 時～20時 30分 

部会員 

島田市医師会（部会長）、島田歯科医師会、島田薬剤師会、島田商工会議所、中部健

康福祉センター 健康増進課、島田市国保年金課・健康づくり課 委員８人 

事務局（健康づくり課） 

欠席：明治安田生命保険相互会社 島田営業所 

内容 議題： 

【第１部】働き盛り世代からの健康づくりについて 

【第２部】CKD シール事業の取り組みについて 

意見等： 

【第１部】 

・どの情報で響くかはその人によって違うため、さまざな方向から具体的に伝えること

は必要である。（インセンティブ、子どもから大人へ波及させる、ヘルしろうなど） 

・地味でも草の根的な核となる人からの口コミが有効。 

・糖尿病がかなり進んでから受診する人も多い。内科だけでなく歯科や眼科、整形外

科など関連する診療科でも連携する必要がある。 

【第２部】 

・CKD ではない人のチェックも必要であり、薬剤師会で検査データを書き込めるシー

ルを作成したため、医療機関、薬局、国保事業等で活用を進めていく。 

・CKD シール事業への取り組みや認識は医療機関や薬局ごと温度差がある。飲み合

わせにより健康を害する可能性のある薬剤が処方されていたケースもあるため、意識

統一が必要。 

今後の方向性 ・CKDシール事業の専門職向け研修会を実施予定 

・部会員の構成を検討しながら次年度も継続実施していきたい。 

備考 
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